
航空機部品の加工時に蓄積された残留応力
を、Ｘ線回折法を利用して試料を破壊すること
なく測定。

試料サイズ：最大高さ 約1100mm

測定可能な局所領域：1mm×1mm

マッピング測定に対応

測定方法：sin2ψ法、並傾法／側傾法

航空機部品に用いられるアルミニウム合金

やチタン合金などの各材料において、機械

加工後の変形や割れの発生が問題となって

いる。

機械加工面の残留応力が、これら問題の

原因として考えられるため、加工条件と残留

応力の関係を適切に評価する。
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Ｘ線応力測定装置

▲製造工程で発生した残留応力を的確に
把握することは、製品寿命の予測や品質管
理の面から重要である。

測定試料

Ｘ線回折(反射)により
試料の残留応力を測定
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